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今回から何回かに分けて，e ラーニングコンテンツの標準規格 SCORM を紹介します．今

回は SCORMの歴史を紹介します． 

 

技術標準化の意義 

まず，工業製品などにおける技術標準化の意義について考えてみます．みなさんの身の回

りにある例として，電気製品のコンセントとプラグを取り上げます．みなさんはお店で電気

製品，例えば，ヘアドライヤーを買うとき，「このヘアドライヤーのプラグは家のコンセント

にささるだろうか？」とか「電圧は合っているだろうか？」と考えるでしょうか？ そのよう

なことを心配するよりも，「髪をすばやく乾かせるか」とか「デザインが好みに合っているか」

といったことを考えると思います．そして，実際に，ヘアドライヤーのプラグが家のコンセ

ントにささらない，とか，電圧が合わずに使えない，といった問題は起きないと思います．

実は，このようなことを気にせずに電気製品が家で問題なく使えることが，技術標準化の意

義なのです．電気製品のプラグやコンセントの形状，電圧，周波数などは標準規格で決めら

れています．一方，日本と海外では，規格が異なりますので，海外旅行の際には，「このヘア

ドライヤーのプラグはホテルのコンセントにささるだろうか？」と心配しなくてはなりませ

ん． 

このような標準規格はさまざまな工業製品に見ることができます．例えば，ビデオレコー

ダーの DVD やブルーレイディスク，パソコンの USB インターフェース，Wi-Fi の通信プロ

トコルなどが挙げられます．これらの共通の特徴は，製品・システムの構成要素を「モジュ

ール」に分け，モジュールの間に明確なインターフェースを規定することです．例えば DVD

の場合は，ビデオレコーダーと DVDディスクが「モジュール」で，モジュール間に，ディス

クの形状や記録・再生方法といった「インターフェース」が規定されています． 

このような標準規格を規定することで，製品の利用者は，モジュールを自由に選択するこ

とが可能になります．例えば，ビデオレコーダーと DVD ディスクが同じ会社の製品でなく

ても利用可能になりますので，ビデオレコーダーは再生画質を重視し，DVDディスクは価格

を重視して異なる会社の製品を選ぶことができます．また，ビデオレコーダーが古くなって

代わりに他社製品を購入しても，いままで DVD ディスクに録画した動画は相変わらず視聴

できます． 

また製品の提供者にとっても標準規格はメリットがあります．例えば，PC用ハードディス

クの製造会社は，USB インターフェースを採用することで，さまざまな会社の PC に自社の
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ハードディスクが接続可能となります．もしこのような標準規格がなく，各社の PC のハー

ドディスクインターフェースがバラバラだとしたら，ハードディスクの製造会社はそれぞれ

に合わせたハードディスクを製造する必要があり，製品の開発期間や製造コストの増加を招

くことになるでしょう． 

 

eラーニングにおける技術標準化 

次に eラーニング分野での技術標準化について考えていきます．eラーニングでは LMS（学 

習管理システム）を用いて，利用者情報，教材コンテンツ， 習履歴情報などを管理するこ

とが一般的です．実は，これらの三つの情報は，一定のフォーマットによって LMSで管理さ

れており，それぞれが技術標準化の対象になりえるのですが，ここではコンテンツに話を絞

ります． 

LMS とコンテンツの関係は，さきほどのビデオレコーダーと DVD ディスクの関係になぞ

らえることができるでしょう．コンテンツの標準規格が定められていれば，LMSの利用者は，

さまざまな会社から，必要に応じた内容のコンテンツを価格なども考えて購入することがで

きるでしょう．また，独自のコンテンツが必要な場合も，標準規格に準拠したオーサリング

ツールを選択して自分でコンテンツを作成できます．もし標準規格がなければ，特定の LMS

のフォーマットに合ったコンテンツやオーサリングツールしか利用できず，選択肢の幅が非

常に狭まってしまうことが考えられます．LMSが古くなって入れ替えようとしても同じ会社

の LMSしか選択できず，他社からより優れた LMSが出ていても，いままでのコンテンツを

乗せ換えるには，すべて作りかえないとならなくなります．  

実は eラーニングの歴史を振り返ると，このような考え方は比較的新しいものと言えます．

コンピュータを教育に活用しようという発想は，コンピュータの出現当時から存在しました．

このような動きは，1970～1980年代のマイクロコンピュータ，パーソナルコンピュータの普

及によって具体化してきました．CAI学Computer-Aided Instruction）や CBT学Computer-Based 

Training）と呼ばれるシステムが現れ，マルチメディア技術を用いた教材パッケージなどが開

発されました．しかし，当時はインターネットの普及以前で，これらの教材パッケージも CD-

ROMなどで個別に販売されていました．その後，1990年代に入ってインターネット，WWW

が普及し，WBT（学Web-Based Training）と呼ばれるシステムが現れます．これらのシステムで

は，複数の 習者が Webサーバ上に置かれたコンテンツにネットワーク経由でアクセスする

形態をとっており， 習者の管理を行って 習履歴を取得し，講師や管理者が 習者の 習

履歴を見て 習状況を確認できる機能が一般化しました．また，これらのシステムでは，独

自のコンテンツフォーマットを定めており，専用のオーサリングツールで利用者自身がコン

テンツを作成できるものも存在しました．しかし，コンテンツフォーマットは製品ごとにバ

ラバラで，コンテンツを他社のシステムに乗せ換えることはできませんでした．その後，1990

年代の終わりごろから，異なる WBTや LMS間でコンテンツを共有・流通させるための技術

標準化の動きが起こり，2000年代に入って SCORM（学Sharing Content Object Reference Model）

規格が登場したのです． 
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SCORMの構成と標準化の内容 

SCORM には 2001 年に発表された SCORM 1.2 と，その後，2004 年に発表された SCORM 

2004があります．どちらの規格でも，Webサーバ学LMS）上のコンテンツに 習者が Webブ

ラウザを用いてアクセスする形態を想定しています．SCORM のコンテンツは，コンテンツ

の目次構造を指定するためのファイルと，目次の各ページに対応した複数の Webコンテンツ

から構成されます． 習者が LMS にログインして SCORM コンテンツを起動すると，LMS

は目次の構造に従って， 習者のブラウザに Webコンテンツを表示します． 

Webコンテンツは一般的な HTMLコンテンツで，音声や動画などのマルチメディアコンテン

ツも使用できます．さらに，JavaScriptなどを用いた対話的なテストやシミュレーション教材

などを利用することも可能です．SCORMでは，Webコンテンツと LMSの間で情報をやり取

りするための API を定めていて，テストコンテンツなどはこの API を用いて， 習者の解

答・得点・所要時間などの 習履歴情報を LMSに記録することができます． 

一方で，SCORM では，テストの出題形式・採点方法などに規格上の制約を設けていませ

ん．これは，多くの独自仕様の WBT が，あらかじめテストの出題形式や採点規則，ヒント

の機能などを定めていて，その範囲内でのコンテンツ作成・ 習履歴情報記録しかできない

のと対照的です．SCORMが規定されたのは 2000年代前半ですが，その後の HTMLやブラウ

ザ技術の進歩を見越して，Web コンテンツと LMS の間の API だけを定めておき，Web コン

テンツに機能的な制約を課さない，という設計思想が表われています． 

以上は SCORM 1.2と SCORM 2004に共通の内容で，Webコンテンツの提示，テストによ

る理解状況の確認， 習履歴の記録を行うことができます．さらに，SCORM 2004ではこれ

らに加えて， 習者のテストの得点などをもとに，LMS が Web コンテンツのページを選択

して表示するシーケンシング機能が追加されました．この機能を使うと， 習者が理解して

いる内容のページをスキップしたり，テストで合格できなかった内容を補足するページを表

示する，といった 習者適応機能を実現することができます．  
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